
















































共同体（ASEAN Economic Community：AEC），社会・文化共同体（ASEAN Social and Cultural 
Community：ASCC）の 3つの共同体から構成される「ASEAN共同体」の実現を目指している。
ASEAN統合の根源は，1991年にタイのアーナン首相が提唱し，1992年の第 4回 ASEAN首脳会議
で採択された ASEAN自由貿易地域（ASEAN Free Trade Area：AFTA）構想である。1997年の第 2
回 ASEAN非公式首脳会議において，AFTAをさらに発展させ，2020年までに ASEAN共同体を目
指すとした「ASEANビジョン 2020」が採択された。2003年の第 9回 ASEAN首脳会議において，
ASEAN共同体の目標がより具体化され，安全保障，経済，社会・文化の 3つの共同体の形成に取
り組むこととなった。2007年の第 12回 ASEAN首脳会議では，5年前倒しの 2015年に ASEAN共
同体を形成することが合意された。ASEAN共同体の中でも「経済共同体」が重視され，2015年か
ら経済分野で無関税貿易を通じた自由貿易の実施，資本の移動と投資の自由保障，加盟国間の労
働者の移動の自由を実現することを目指している。また，2007年 11月に第 13回 ASEAN首脳会
議において「ASEAN憲章」が採択され，2008年 12月 15日から発効している。ASEAN憲章発効









ドル（以下，ドル），ブルネイ 39,943ドル，マレーシア 10,548ドル，タイ 5,674ドル，インドネシ
ア 3,510ドル，フィリピン 2,790ドル，ベトナム 1,901ドル，ラオス 1,477ドル，カンボジア 1,016















　 加盟国 人口 GDP 一人当たり GDP
東南アジア諸国連合
（ASEAN） 10か国 5億 9,791億人  2兆 1,351億米ドル  3,571米ドル
欧州連合
（EU） 27か国 4億 9,526億人 17兆 5,522億米ドル 35,440米ドル
北米自由貿易協定
（NAFTA）  3か国 4億 6,087億人 17兆 9,854億米ドル 39,025米ドル
南米共同市場






































































































2008年 12月 15日から ASEAN憲章が発効し，「チャアム・ホアヒン宣言」が採択されてその中
























































































































ASEAN教育のパイロット校は Sister School，Buffer School，ASEAN Focus Schoolに分類され




　 学校名 教育地区 地域区分
1 Thairath 14 School チャンタブリー県第 1教育地区 中　部
2 Anuban Chaiyaphum School チャイヤプーム県第 1教育地区 東北部
3 Maekhue Wittaya School＊ チェンマイ県第 1教育地区 北　部
4 Soontonvijit School ナコーンパノム県第 1教育地区 北　部
5 Wat Pramahatart School＊ ナコーンシータマラット県第 1教育地区 南　部
6 Anuban Nakhonsawan School ナコーンサワン県第 1教育地区 北　部
7 Wat Donkaitia School ペッチャブリー県第 1教育地区 中　部
8 Anuban Phang-Nga School パンガー県第 1教育地区 南　部
9 Anuban Phitsanulok School ピッサヌローク県第 1教育地区 北　部
10 Anuban Lopburi School ロッブリー県第 1教育地区 中　部
11 Anuban Songkhla School ソンクラー県第 1教育地区 南　部
12 Anuban Surin School スリン県第 1教育地区 東北部
13 Anuban Samutsakhon School サムットサーコーン県第 1教育地区 中　部
14 Anuban Sukhothai School スコータイ県第 1教育地区 北　部
15 Anuban Udonthani School ウドンターニー県第 1教育地区 東北部
Buffer School
　 学校名 教育地区 地域区分
1 Ban Taaad School ターク県第 2教育地区 北　部
2 Ban Maesalidluang Wittaya School ターク県第 2教育地区 北　部
3 Ban Wiangphan School＊ チェンラーイ県第 3教育地区 北　部
4 Ban Romklao School ナーン県第 1教育地区 北　部
5 Ban Sompoi School ムックダーハーン第 1教育地区 東北部
6 Thairath withaya 94 School ヤラー県第 3教育地区 南　部
7 Ban Numdang School ラノーン県第 1教育地区 南　部
8 Ban Hadgig School ラノーン県第 1教育地区 南　部
9 Ban Takolang School ラーチャブリー第 1教育地区 中　部
10 Ban Saothongchai School シーサケート第 4教育地区 東北部
11 Anuban Bungkla School ノーンカーイ第 3教育地区 東北部
12 Ban Nongmeg School ウボンラーチャターニー第 5教育地区 東北部
13 Kapchoengmittraphap 190 School スリン県第 3教育地区 東北部
14 Ban Jatsansamakkee School サケーオ県第 2教育地区 中　部
ASEAN Focus School
　 学校名 教育地区 地域区分
1 Chumchon Ban Bangsaray School＊ チョンブリー県第 3教育地区 中　部
2 Ban Tonprong School トラン県第 2教育地区 南　部
3 Ban Takprathom Wittaya School＊ ターク県第 1教育地区 北　部
4 Ban Sanakmai School＊ ナコーンシータマラート県第 1教育地区 南　部
5 Wat Jang School＊ ブリーラム県第 2教育地区 東北部
6 Anuban Satun School サトゥーン県教育地区 南　部
7 Payuhasuksakan School ナコーンサワン県第 1教育地区 北　部
8 Ban Pasak School ピッサヌローク県第 3教育地区 北　部




24校（初等学校 14校，中等学校 10校）配置されている。Sister Schoolと Buffer Schoolはそれぞ
れ 294,800バーツの予算が配分される 17。Sister Schoolと Buffer Schoolは ASEAN共同体の発展計
画における理解を進める活動や協力活動を実行する。Sister Schoolと Buffer Schoolは周辺の学校
のみならず，地域社会にも ASEANに対する理解を深める活動を実施することが期待されている。
Sister Schoolや Buffer Schoolは各地域に分散して設置されている。Sister Schoolを地域別 18に見
ると中部 4校，北部 5校，東北部 3校，南部 3校に分散しており，都市部に所在しているところが
特徴的である。Buffer Schoolを地域別に見ると中部 2校，北部 4校，東北部 5校，南部 3校に分
散しており，国境付近に設置されている。Sister Schoolでは英語の学習，Buffer Schoolでは近隣
諸国の言語の学習に力を入れている点が特徴的である。ASEAN Focus Schoolは全国に 14校（初
等学校 9校，中等学校 5校）あり，各学校に 50,000バーツの予算が配分されている。Sister School
や Buffer Schoolが設置されていない地域の ASEAN教育の拠点としての役割を担っている。























































































 2 ฉันทนา จ ันทร ์บรรจง（2013）แนวทางการเร ียนการสอนอาเซียนศึกษาในดับประถมศึกษาตนปลายตามหลักส ูตร 
แกนกลางอาเซียนศึกษา. วารทางการศึกษาศาสตร์ มหาวิทยาลัยนเรศวร ปีที่ 15 ฉบับที่ 2., pp. 108–123（チャンタナ・チャン
バンチョン「ASEANカリキュラム・ソースブック 2012における初等学校高学年の ASEAN教育のガイドライン」，
『ナレスワン大学教育学研究』）











 6 ASEANの歴史に関しては外務省（日本）ホームページ「ASEAN 首脳会議年表」（http://www.mofa.go.jp/mofaj/
area/asean）（最終閲覧日：2015年 11月 11日）を参考に筆者作成。
 7 データは IMF, World Economic Outlook Databasesより，通貨単位は米ドル。
 8 世界銀行の定義による。「上位中所得国」は一人当たり GNI（GDP）が 4,036～ 12,475米ドル（2016年会計年度）
の国を指す。














 14 สำานักงานคณะกรรมการการศึกษาขั ้นพื ้นฐาน กระทรวงศึกษาธิการ (2011) แนวการจัดการเรียนรู ้ สู ่ประชาคม อาเซียน 
ระดับประถมศึกษา





 17 2015年 11月 11日のレートで 1バーツ＝ 3.44円である。（294,800バーツ＝ 1,014,112円）
 18 タイの地域区分はさまざまな方法があるが，本稿ではバンコク首都圏，中部，北部，東北部，南部の五つに分類し
ている。
 19 タイでは 1992年から前期中等教育の就学率向上のために初等学校に前期中等教育課程を併設した「機会拡張学校」
制度を運用している。「機会拡張学校」制度とは，中等教育学校の新設および教員の配置には多大な費用がかかる
ため，既存の初等学校の教員や施設を利用して前期中等教育課程を実施する制度である。





 23 タイ教育省基礎教育委員会事務局学術・教育水準局担当職員へのインタビュー調査（2015年 2月 27日実施）から。
